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市庁舎の大部分が老朽化しています。

市内の学校施設はほとんどが老朽　



築 30年以上経過の建物には左の様な気号にてそれぞれの建築年を記入しています。※

化しています。

小金井市の
未来を
一緒に
検討しよう。

施設白書
とは、



これからの人のこと

住んでいる場所のこと

小金井市のこと皆さんご存知ですか
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高齢者は 4人に 1人に

総人口ピーク生産人口ピーク

子どもはますます減少

子育て世代が減少

人口が減っている地区！

人口が増えている地区！
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特にこれらの
子育て世代が減少。
(25 歳 ~40 歳 )



お金のこと

施設に使えるお金のこと

市税は景気の悪化で
減少傾向にあります。

国や都の補助金や、借金を
して歳入を増やしています。

人件費は全体的に減っています。

まちを整備したり、
公共施設の改修工
事のための「投資
的経費」が増えて
います。

今後は高齢者への
医療費 ( 福祉 ) が
どんどん増え続け
ることが見込まれ
ます。

投資
的経
費の
内訳
　

直近 6年間は中央線高架化に伴う、
まちづくりにお金を使っています

平成 18年度からの 5ヵ年では、学校
の耐震化の整備等年間平均 10.9 億円
を使っています。
今後、更に安定した可燃ごみ処理体制、
東小金井駅前、新市庁舎整備にお金が
かかります。















小金井市の課題
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今後の取組

小金井市
施設白書
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